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11月
定例会

令和２年海南市議会11月定例会は、11月26日から12月17日までの22日間の会
期で開かれました。
この議会には、市長から条例改正や補正予算、人事案件などの議案20件、また、
議員から条例制定の議案１件が提出され、全て原案どおり可決・同意しました。

令和2年度補正予算

問：制度の創設に至る経過は。

答：運行事業者である大十バスから、
路線バスの運行費用のうち、運
賃収入や国・県からの補助金を
差し引いても不足する分を、こ
れまでは観光バスの収益で捻出
してきたが、コロナ禍で売り上
げが大幅に減少し、それが困難
になってきた、との報告があっ
た。これを受け、市民の大切な
移動手段である路線バスを維持
するため、紀美野町も交え補助
金の交付を検討してきた。

問：補助は継続的に行うべきと考えるがどうか。

答：補助金を分担する紀美野町との協議も要るが、元々
この路線はかなり厳しい状態で運行されていたとの
ことなので、今後もできるだけの支援を行いたい。

大十バス海南線（海南駅－登山口間）における収益の悪化などを受け、路線バス運行に対す
る補助制度を設け、支援します。

海南保健福祉センターの給湯設備
が、設置後 20年を経過し老朽化し
たため、ガス式給湯ボイラーと給湯
配管の一部を交換します。
なお、ガス配管はそのまま使用
し、工事は本年度中に完了する予定
です。

600万円

710万円

主要路線バスの運行に補助

保健福祉センター給湯設備を交換

こんな質問がありました

問：補正予算での対応となった理由は。

答：感染症対策で「いきいき介護予防事業」が２月に中
止となり、浴室の稼働を休止していた。その後、６
月からの再開に向け準備していたところ、給湯ボイ
ラーの不調や配管からの漏水が起きて再稼働でき
なくなったためである。

こんな質問がありました
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海南駅東土地区画整理事業において、新しい道路を整備するに当たっての物件移転に係る建
物調査や補償を早め、一層の事業推進を図ります。

1,299万円

5,803万円

戸籍情報システムを改修

駅東区画整理事業を推進

①戸籍の附票に生年月日、性別、住民票コー
ドを追加（令和３年度中に運用開始予定）

②国外転出者が、マイナンバーカードの公的
個人認証を利用できる環境の整備

③戸籍の広域交付（※）や、行政手続や戸
籍届出における戸籍証明書の添付省略がで
きる環境の整備

（②・③に関しては令和６年１月の運用開始
に向け、順次改修を進めます。）

問：戸籍の管理が市町村から国へ移るのか。

答：戸籍はこれまで同様に市区町村が管理する。
なお、東日本大震災で戸籍が逸失したこと
を受け、法務省において、全国の戸籍副
本をデータ管理するシステムが構築されて
いる。

問：戸籍の広域交付や添付省略には、マイナ
ンバーカードが必要なのか。

答：マイナンバーカードは必要ではないが、広
域交付の際に必要な本人確認書類として
利用できる。

こんな質問がありました改修の主な内容

問：補正予算による事業の詳細は。

答：金川眼科の北約３０メートルのところから東へ伸びる区画道路を造るための、物件移転に係る
建物調査及び移転物件２件の補償を、前倒しで進めるものである。

問：なぜ補正予算での対応となったのか。

答：移転交渉は、相手側の状況もあり、
タイミングが合わないと合意に至ら
ないが、今回、地権者の合意が得ら
れたところがある。早く道路用地を
整地できれば次の展開も計画的に進
められるので、前倒しで補償するた
め、補正予算に計上した。

こんな質問がありました

※戸籍の広域交付…本籍地以外の市区町村
で戸籍証明書を発行すること

区画整理地内の状況
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介護保険もシステム改修

ひとり親世帯に再び給付金

医療センターが感染症対策を強化

令和 3年 4月から、介護保険制度改正に
より、要介護認定の有効期間の上限が 36月
から 48月に延長されるほか、介護報酬など
も見直されます。これに対応するため、関
係するシステムの改修を行います。

国の施策として、コロナ禍
で大きな影響を受けている児
童扶養手当を受給するひとり
親世帯等に対し、７月支給開
始分に続き、再度、臨時特別
給付金を支給します。

海南医療センターにおいて、感染症対策を充実・
強化するため、国・県の補助金を活用して、マスク
等の感染症対策物品や医療機器を整備するほか、キ
ャッシュレス対応型の自動精算機の導入やオンライ
ン資格認証に向けたシステム改修等を行います。

問：システム改修は、委託する必要があるのか。

答：既存システムのプログラムの変更を行うた
め、システム開発業者への委託が必要と
なる。

問：年内に支給できるのか。

答：１２月１１日時点で前回の基本給付を受けている世帯には、
１世帯に５万円、また、第２子以降には１人につき３万円を、
１２月中に申請不要で支給する予定である。
なお、申請が必要な世帯の申請期限は２月末である。

こんな質問がありました

こんな質問がありました

問：キャッシュレス化について、今後の予定は。

答：感染症対策では非接触も重要な観点であると考
える。精算機の入れ替えに合わせ、利用するカー
ド会社などの検討を行った上で、会計のキャッシュ
レス化を進めていきたい。

こんな質問がありました

340万円

収入  9,381万円
支出  8,129万円

議案第90号　介護保険特別会計補正予算（第２号）

2,748万円

議案第９４号　令和２年度海南市一般会計補正予算（第11号）

議案第９２号　令和２年度海南市病院事業会計補正予算（第１号）
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問：会計年度任用職員については引き下げに配慮をすべきでは。

答：今年度から実施する常勤職員と異なり、令和３年度からの
引き下げとする。今後のプラス改定のことも考慮し、人事
院勧告を基本と考えたい。

こんな質問がありました
問：今後、給料の引き下げも人事院
で勧告される可能性はあるのか。

答：情勢をみると、今後何らかの影
響が出てくるのではと考える。

人事院勧告による国家公務員の給与改定に準じ、議員や市長ほか特別職、及び会計年度任用職員（※）
を含む職員の期末手当の支給割合を、年間 0.05 月分引き下げました。
※会計年度任用職員…一つの会計年度内を任期として任用される非常勤の地方公務員

議員・職員などの期末手当を減額
議案第77～84号

市が自治権に基づいて定める自主法です。条例の制定・改正・廃止は、
議会の可決によって成立し、市長が公布（公表）すると効力が発生します。
条例には、主に次の３つの性質のものがあります。

① 市民に対して義務を課したり、権利を制限したりするもの。
② 法令の規定により、条例で定めることとされているもの。
③ 市政に関する基本的な事項や、重要な施策に関するもの。
なお、条例案は、市長だけでなく議員や委員会も提案することができま
す。（議員提案による条例に関する記事は 16ページ）

条例 とは 条例は、

国の法律みたいに

大切な市の決まりごと
だよ。

海南市 PR キャラクター
海ニャン

問：隔月になれば１回の支払いが倍額になるが、滞納が増える可能性はないか。

答：年金支給月と同じ偶数月の徴収とし、周知徹底も十分行うので、滞納が増え
ることはないと考える。

問：毎月払いの選択はできないのか。

答：全て２カ月ごととなり、原則、選択はできない。

こんな質問がありました

人口減少等により給水収益が減少する中で、老朽化した水道施設の更新に多
額の費用が必要となっていることから、事務の効率化や経費削減のため、令和
３年４月分（６月に請求）以降の水道料金の支払いは、２カ月ごとになります。

水道料金の支払いが２カ月ごとに
議案第86号　水道事業給水条例の一部を改正する条例

検針は今も2カ月に1度
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議案の審議結果

会派・議員名

 議案番号

公明党 日本共産党
海南市議会議員団 市政クラブ 市民クラブ 自由クラブ 無所属

の会
結
　
　
果

中
家
　
悦
生

森
下
　
貴
史

岡
　
　
義
明

橋
爪
美
惠
子

瀨
藤
　
幸
生

和
歌
真
喜
子

栗
本
　
量
生

磯
﨑
　
誠
治

宮
本
　
憲
治

宮
本
　
勝
利

川
崎
　
一
樹

榊
原
　
徳
昭

米
原
　
耕
司

川
口
　
政
夫

東
方
　
貴
子

黒
原
　
章
至

上
村
　
五
美

川
端
　
　
進

議案第７９～８４号 ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○
議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第８６号 ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第９２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

■賛否の分かれた議案の表決結果

【○…賛成　×…反対】
※議長は賛否に加わることができません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「裁決権」が認められています。

議案第７７～８４号  関連記事５ページ　 議案第８５号  地域経済牽引事業に係る法改正に伴い、所要の規定の整備を行うもの。　 議案第８６号  関
連記事５ページ　 議案第８７号  関連記事２・３ページ、総額1億2,980万円の増額補正。　 議案第８８号、第８９号  人事異動等による減額補正。　

議案第９０号  関連記事４ページ、総額61万円の減額補正。　 議案第９１号  土木積算システムの更新に係る債務負担行為（375万円）の設定。　
議案第９２号  関連記事４ページ　 議案第９３号  法により合併特例債の起債可能期間が延長されたことに伴い、計画期間を延長するとともに所要の

整備を行うもの。　 議案第９４号  関連記事４ページ　 発議第９号  関連記事16ページ

議案番号 議　案　名 結果

77 市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例 全会一致で可決

78 市長、副市長及び教育長の給料その他の給与条例の一部を改正する条例 全会一致で可決

79 市職員給与条例の一部を改正する条例 賛成多数で可決

80 会計年度任用職員の任用、勤務条件等に関する条例の一部を改正する条例 賛成多数で可決

81 令和２年度海南市一般会計補正予算（第９号） 賛成多数で可決

82 令和２年度海南市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 賛成多数で可決

83 令和２年度海南市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 賛成多数で可決

84 令和2年度海南市介護保険特別会計補正予算（第1号） 賛成多数で可決

85 海南市促進区域における固定資産税の特別措置に関する条例の一部を改正する条例 全会一致で可決

86 海南市水道事業給水条例の一部を改正する条例 賛成多数で可決

87 令和２年度海南市一般会計補正予算（第10号） 全会一致で可決

88 令和2年度海南市国民健康保険特別会計補正予算（第3号） 全会一致で可決

89 令和2年度海南市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号） 全会一致で可決

90 令和2年度海南市介護保険特別会計補正予算（第2号） 全会一致で可決

91 令和2年度海南市水道事業会計補正予算（第2号） 全会一致で可決

92 令和2年度海南市病院事業会計補正予算（第1号） 賛成多数で可決

93 新市まちづくり計画の変更 全会一致で可決

94 令和２年度海南市一般会計補正予算（第11号） 全会一致で可決

諮問２・３ 人権擁護委員候補者の推薦 全会一致で同意

発議９ 海南市手話言語条例 全会一致で可決

人権擁護委員候補者に推薦された方   宮尾　英作 氏、 大田　まり子 氏
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○議案第79～84号
職員がコロナ対策に苦労したにもかかわらず、期
末手当を下げるのはいかがなものか。また、経済

的にも大きく影響が出てくると考える。	 （橋爪美惠子 議員）

○議案第86号
水道事業を継続するための経費削減は分かるが、
滞納が増える可能性もあり、水道事業も市民も

状況が苦しくなるのではと考える。	 （橋爪美惠子 議員）

○議案第92号
コロナ禍の中、感
染症対応に関わ

る市民の不安を払
ふっ

拭
しょく

するような
発言がなかった病院管理者によ
る経営に税金を投じるより、感染
症に備える民間医療機関に援
助する方が市民のためになる。

（磯﨑誠治 議員）

討
論

反対

反対

反対

■
教
育
厚
生
委
員
会

12
月
３
日
に
「
定
期
巡
回
・
随
時
対

応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
」
に
つ
い
て

調
査
し
ま
し
た
。

【
事
業
の
概
要
】

訪
問
介
護
と
訪
問
看
護
が
連
携
し
、

在
宅
で
生
活
す
る
要
介
護
者
を
24
時
間

支
援
す
る
た
め
の
民
間
事
業
者
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
定
期
的
な
訪
問
だ

け
で
な
く
、
利
用
者
か
ら
の
連
絡
に
よ

っ
て
、
必
要
な
と
き
に
随
時
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問

利
用
者
の
要
介
護

度
の
状
況
は
。

答

要
介
護
１
ま
た
は
２
の
方
が
多
い
。

問

山
間
部
な
ど
で
も
こ
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
る
の
か
。

答

本
市
の
市
民
で
あ
れ
ば
利
用
で
き
る
。

所
管
事
務
調
査

ホームページでは、市議会の日程、政務活動費の
収支報告など議会の情報を掲載しています。また、
市議会の会議録を閲覧いた
だけるほか、本会議等の生
中継や録画映像の配信も行
っていますので、ぜひご利
用ください。

よりよい紙面とするため、議会だよりに関する
皆さま方のご意見等お寄せください。

２月定例会は２月25日（木）に開会す
る予定です。日程は変更することがあり
ます。

傍聴にお越しの際は、新型コロナウイ
ルス感染拡大防止のため、マスクの着用
や手指の消毒等の御協力をお願いします。
また、発熱などの症状のある方は傍聴を
ご遠慮ください。

なお、本会議の模様はインターネット
中継でもご覧いただけます。（ホームペ
ージの「議会映像インターネット配信」か
らご覧ください。）

市議会ホームページ

市議会だよりへのご意見を
お聞かせください

2月定例会の予定

ＴＥＬ／０７３－４８３－８７００　ＦＡＸ／０７３－４８３－８７０３
Ｅメール／gikaij@city.kainan.lg.jp
HP／http://www.city.kainan.lg.jp/shigikai/

海南市議会事務局
〒642-8501
海南市南赤坂１１番地 ホームページQRコード
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案

審
議
結
果

所
管
事
務
調
査

一
般
質
問

視
察
報
告

補
正
予
算

※◎の質問の概要を掲載しています。

人
が
市
政
を
問
う

12

こ・
こ・
が

聞
き
た
い
!!

人
が
市
政
を
問
う

12

こ・
こ・
が

聞
き
た
い
!!

一般質問とは、議員が市民の代表として、市の行政全般に対し、
現在の状況や将来の方針等を質問することで、政策の見直し
や提言等も行います。
　１１月定例会では、１２人の議員が一般質問を行いました。

一 般 質 問

1　宮本　勝利　（９ページ）
　◎来春の市長選について問う

2　岡　義明　（９ページ）
　・神出市政を問う
　◎獣被害対策について

3　上村　五美　（10ページ）
　◎70歳定年制を見据えた高齢者雇用

の振興について

4　森下　貴史　（10ページ）
　◎ため池の防災対策について
　・健康診断について

5　橋爪　美惠子　（11ページ）
　◎人材政策について
　・高収益作物次期作支援交付金につ

いて

6　東方　貴子　（11ページ）
　◎（仮称）中央防災公園について

7　磯﨑　誠治　（12ページ）
　◎医療センター職員の懲戒免職処分

について

8　黒原　章至　（12ページ）
　◎市道の維持管理について

9　和歌　真喜子　（13ページ）
　・本市における押印廃止について
　・海南nobinosについて
　◎小・中・高等学校の電力の契約に

ついて

�　瀨藤　幸生　（13ページ）
　◎種苗法改定における市の対応につ

いて
　・プレミアム付商品券について

�　宮本　憲治　（14ページ）
　◎小学生、中学生、高校生への援助

について

�　中家　悦生　（14ページ）
　◎昭和橋の現状と課題
　・阪井橋の現状と課題
　・（仮称）海南・紀美野風力発電事

業について
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議
案

審
議
結
果

所
管
事
務
調
査

一
般
質
問

視
察
報
告

補
正
予
算

次
期
市
長
選
へ
の
現
職
市
長
の

立
候
補
は

●
コ
ロ
ナ
禍
も
踏
ま
え
出
馬
を
決
意
す
る

農作物の獣被害に対策室設置を
●職員体制の関係もあり難しい

市
民
の
方
々
の
評
価
を
頼

り
に
、
市
長
選
へ
の
立
候

補
を
決
意
す
る
。

現
在
は
全
国
市
長
会
の

会
長
職
務
代
理
者
と
し
て
、

各
省
庁
に
要
望
を
届
け
る

立
場
で
も
あ
り
、
議
員
の

皆
様
か
ら
の
提
言
を
基
に
、

職
員
を
信
じ
て
、
市
長
選

に
備
え
る
こ
と
を
表
明
す
る
。

問

神
出
市
長
が
実
現
し

て
き
た
「
し
も
つ
蔵

出
し
み
か
ん
」
の
ブ
ラ
ン

ド
化
、
海
南
医
療
セ
ン
タ

ー
建
設
、
み
ら
い
こ
ど
も

園
の
開
園
、
市
庁
舎
の
高

台
移
転
、
そ
し
て
、
今
年

６
月
の
海
南
ノ
ビ
ノ
ス
開

館
は
、
多
く
の
市
民
の
好

評
を
博
し
て
い
る
。
し
か

し
、
ま
だ
課
題
は
山
積
し
、

あ
な
た
で
な
け
れ
ば
早
期

に
仕
上
げ
ら
れ
な
い
事
業

が
め
じ
ろ
押
し
で
あ
る
。

特
に
未
曽
有
の
コ
ロ
ナ

禍
の
現
在
、
全
国
市
長
会

副
会
長
と
し
て
政
府
と
の

対
応
も
抜
群
の
あ
な
た
に
、

来
春
の
市
長
選
へ
の
立
候

補
の
決
意
を
促
す
が
ど
う
か
。

答

コ
ロ
ナ
禍
で
真
に
困

っ
て
い
る
方
々
を
助

け
る
よ
う
努
め
て
き
た
と

こ
ろ
だ
が
、
こ
こ
で
辞
め

て
は
逃
げ
た
と
い
う
そ
し

り
を
受
け
な
い
か
、
と
の

思
い
も
あ
る
。

ま
た
、
発
生
確
率
が
上

が
っ
て
い
る
大
地
震
・
大

津
波
対
策
を
は
じ
め
、
道

の
駅
、
国
道
42
号
有
田
海

南
道
路
、
防
災
公
園
の
整

備
等
、
早
期
に
仕
上
げ
る

べ
き
事
業
が
山
積
し
、
来

年
度
は
事
前
復
興
計
画
の

策
定
に
も
着
手
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

そ
の
よ
う
な
中
、
今
は

市
政
の
継
続
が
肝
要
と
判

断
し
、
微
力
で
あ
る
が
、

状
況
に
な
い
。
産
業
振
興

課
と
し
て
の
対
応
も
、
限

界
を
超
え
て
い
る
。
獣
被

害
の
調
査
や
対
策
を
専
門

に
扱
う
特
別
対
策
室
を
設

置
す
べ
き
時
期
な
の
で
は
。

答

対
策
室
の
設
置
は
、

職
員
体
制
の
関
係
も

あ
り
、
急
に
は
難
し
い
。

市
街
地
で
も
イ
ノ
シ
シ

が
目
撃
さ
れ
る
中
、
農
業

者
だ
け
で
な
く
、
行
政
を

は
じ
め
、
特
に
猟
友
会
の

協
力
を
得
な
が
ら
取
り
組

む
こ
と
が
今
は
重
要
と
考

え
て
い
る
。
し
か
し
、
今

後
も
被
害
の
状
況
を
見
つ

つ
、
関
係
者
の
意
見
等
も

聞
き
な
が
ら
よ
り
効
果
的

な
対
策
に
取
り
組
み
た
い
。

問

里
山
は
野
生
動
物
の

す
み
か
と
化
し
、
餌

を
求
め
人
家
近
く
ま
で
下

り
て
く
る
こ
と
が
要
因
と

考
え
る
が
、
農
作
物
の
獣

被
害
の
実
態
と
取
り
組
み
は
。

答

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
被
害
は
全
国
的

な
課
題
で
あ
る
。
本
市
で

は
、
防
護
柵
等
の
設
置
費

用
や
狩
猟
免
許
取
得
費
用

へ
の
支
援
、
年
間
を
通
じ

て
の
捕
獲
報
償
金
の
支
給

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
イ
ノ
シ

シ
の
捕
獲
頭
数
は
、
平
成

27
年
度
は
７
１
１
頭
、
令

和
元
年
度
は
１
４
４
３
頭

と
、
増
加
傾
向
に
あ
る
。

一
方
、
農
作
物
へ
の
被
害

額
は
、
平
成
27
年
度
は
２

２
７
７
万
円
、
令
和
元
年

度
に
は
１
１
９
４
万
円
と
、

減
少
傾
向
で
あ
る
。
今
後

も
被
害
の
抑
制
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
感
じ
る
。

問

近
年
、
獣
被
害
の
範

囲
が
広
が
り
、
も
う

農
家
だ
け
で
対
処
で
き
る

休日は家族連れでにぎわう海南 nobinos

田畑を荒らすイノシシ

宮本  勝利 議員

岡　  義明 議員
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問

視
察
報
告

補
正
予
算

た
め
池
の
緊
急
時
監
視
体
制
の

強
化
を

●
さ
ら
な
る
強
化
に
向
け
検
討
し
た
い

企業の生産性を向上させるには
●高年齢者の活躍機会の確保等が必要

状
況
を
把
握
し
、
適
切
な

判
断
や
行
動
に
つ
な
げ
ら

れ
る
よ
う
情
報
収
集
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

対
策
と
し
て
、
例
え
ば
、

水
位
計
等
を
設
置
し
て
遠

隔
監
視
が
で
き
な
い
か
な

ど
、
他
の
自
治
体
の
取
り

組
み
も
参
考
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問
「
た
め
池
等
災
害
危

機
管
理
対
策
事
業
」

に
つ
い
て
、
調
査
対
象
数

と
、
調
査
後
の
対
応
は
。

答

防
災
重
点
た
め
池
２

０
０
カ
所
の
う
ち
調

査
済
み
の
52
カ
所
を
除
く

た
め
池
に
つ
い
て
、
浸
水

想
定
区
域
を
把
握
す
る
調

査
等
を
行
っ
て
い
る
。
調

査
後
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
し
て
順
次
公
表
し

た
い
。
ま
た
、
並
行
し
て

防
災
重
点
た
め
池
の
補
強

対
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

問

近
年
多
発
す
る
大
雨

や
台
風
の
際
、
た
め

池
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
把
握
し
、
対

応
し
て
い
る
の
か
。

答

た
め
池
の
管
理
者
や

市
職
員
が
大
雨
時
に

見
回
る
体
制
は
と
っ
て
い

な
い
が
、
雨
が
や
め
ば
巡

回
し
て
異
変
が
な
い
か
確

認
す
る
。
ま
た
、
た
め
池

の
管
理
者
に
は
、
気
象
予

報
に
注
意
し
て
、
水
位
低

下
や
巡
回
な
ど
の
事
前
対

応
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問

住
民
の
避
難
に
つ
い

て
考
え
れ
ば
、
緊
急

時
の
監
視
体
制
の
強
化
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答

豪
雨
や
地
震
時
に
お

け
る
情
報
収
集
や
監

視
体
制
は
、
さ
ら
に
強
化

す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

特
に
、
被
害
の
影
響
度
が

高
い
大
き
な
た
め
池
で
は
、

が
、
ど
の
よ
う
な
組
織
か
。

答

地
域
に
お
け
る
高
年

齢
者
の
就
労
促
進
に

資
す
る
国
の
事
業
を
受
託

し
て
行
う
、
地
方
自
治
体

を
中
心
と
し
た
組
織
で
あ
る
。

問

本
市
で
も
設
置
し
て

ほ
し
い
。
考
え
は
。

答

就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ワ
ー
ク
サ
ロ
ン
か

い
な
ん
」
を
市
役
所
内
に

開
設
し
、
ま
た
、
市
と
労

働
局
の
関
係
部
署
で
協
議

会
を
設
置
し
て
定
年
退
職

者
等
を
含
め
た
就
業
支
援

を
行
っ
て
お
り
、
支
援
の

窓
口
は
あ
る
と
考
え
る
。

多
様
な
雇
用
・
就
業
機
会

を
創
出
す
る
取
り
組
み
を

検
討
す
る
中
で
、
提
言
の

事
業
の
活
用
も
検
討
し
た
い
。

問

国
の
デ
ー
タ
に
よ
る

と
令
和
２
年
の
日
本

の
高
齢
化
率
は
28
・
７
％

だ
が
、本
市
の
高
齢
化
率
は
。

答

９
月
末
現
在
で
36
・

４
％
で
あ
る
。

問

法
改
正
に
よ
り
令
和

３
年
度
か
ら
70
歳
定

年
制
が
企
業
の
努
力
義
務

と
な
る
中
、「
生
涯
現
役

支
援
窓
口
」
が
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
に
設
置
さ
れ
て
い
る

そ
う
だ
が
本
市
に
も
あ
る
か
。

答

市
内
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
は
な
い
。

問

市
内
企
業
の
生
産
性

を
保
ち
、
向
上
さ
せ

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

と
考
え
る
か
。

答

労
働
力
人
口
の
減
少

に
よ
り
一
人
一
人
の

労
働
生
産
性
の
向
上
が
必

要
と
な
り
、
社
会
の
活
力

維
持
や
成
長
に
は
、
高
年

齢
者
の
活
躍
機
会
の
確
保

等
が
必
要
に
な
る
と
感
じ
る
。

問
「
生
涯
現
役
促
進
地

域
連
携
協
議
会
」
が

新
宮
市
に
あ
る
と
聞
い
た

森下  貴史 議員

上村  五美 議員
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補
正
予
算

人
材
育
成
基
本
方
針
は

公
表
し
な
い
の
か

●
公
表
に
向
け
進
め
た
い

パークゴルフ場安定運営の方策は
●利用者が増える仕組みを検討

く
り
を
進
め
る
こ
と
が
、

女
性
職
員
の
人
材
育
成
、

活
躍
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

問

男
性
の
育
児
休
業
の

取
得
が
少
な
い
が
。

答

休
業
中
は
無
給
な
の

で
過
剰
に
勧
奨
す
る

も
の
で
は
な
い
と
考
え
る

が
、
本
人
の
希
望
に
添
う

よ
う
努
め
て
い
る
。

問

市
は
人
材
育
成
基
本

方
針
を
持
っ
て
い
る

の
か
。公
表
は
し
な
い
の
か
。

答

平
成
31
年
３
月
に
策

定
し
た
。
主
に
職
員

向
け
の
内
容
な
の
で
公
表

し
て
い
な
い
が
、
市
職
員

を
目
指
す
人
に
向
け
て
は

意
義
が
あ
る
と
考
え
、
公

表
に
向
け
進
め
た
い
。

問

市
民
交
流
課
長
が
短

期
間
で
異
動
し
、
公

共
交
通
の
課
題
な
ど
が
進

ん
で
い
な
い
よ
う
に
思
う
が
。

答

こ
の
10
年
間
で
は
、

３
～
５
年
で
異
動
と

い
う
基
本
方
針
よ
り
短
い

期
間
で
市
民
交
流
課
長
が

異
動
し
て
い
る
。
し
か
し
、

日
頃
か
ら
チ
ー
ム
意
識
を

持
つ
こ
と
で
、
人
材
を
育

て
、
業
務
や
事
業
の
継
続

性
も
保
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

問

課
長
級
以
上
へ
の
女

性
の
登
用
状
況
は
。

答

保
育
所
長
や
子
ど
も

園
の
園
長
を
管
理
職

と
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

平
成
29
年
度
か
ら
令
和
元

年
度
ま
で
に
、
事
務
職
１

人
を
含
め
て
７
人
の
女
性

が
新
た
に
管
理
職
と
な
っ
た
。

問

保
育
所
長
等
の
地
位

改
善
な
ど
は
評
価
で

き
る
。
さ
ら
な
る
女
性
管

理
職
の
育
成
へ
の
考
え
は
。

答

そ
れ
ぞ
れ
の
活
躍
に

対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を

尊
重
し
、
そ
れ
に
応
え
ら

れ
る
人
事
制
度
・
職
場
づ

な
コ
ー
ス
の
設
置
は
可
能
か
。

答

起
伏
に
富
ん
だ
コ
ー

ス
の
設
置
は
難
し
い
。

問

本
市
の
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
人
口
は
。

答

愛
好
者
数
は
不
明
だ

が
、
海
南
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
協
会
の
会
員
数
は
86

人
と
聞
く
。

問

何
か
手
立
て
を
し
な

け
れ
ば
、
安
定
し
た

利
用
は
見
込
め
な
い
の
で

は
な
い
か
。
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
の
安
定
的
な
運
営
に

向
け
た
方
策
は
。

答

現
時
点
で
具
体
的
な

方
策
の
検
討
に
至
っ

て
い
な
い
。
利
用
者
を
増

や
す
仕
組
み
が
構
築
で
き

な
け
れ
ば
持
続
的
な
運
営

は
難
し
い
と
認
識
し
て
お

り
、今
後
検
討
を
進
め
た
い
。

問

現
在
、
わ
ん
ぱ
く
公

園
と
そ
の
周
辺
で
、

（
仮
称
）
中
央
防
災
公
園

の
整
備
が
進
ん
で
い
る
。

有
事
は
仮
設
住
宅
用
地
に

も
な
り
、
平
時
は
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
な
ど
が
で
き
る
施

設
に
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
面
白

い
が
幅
広
い
世
代
に
浸
透

し
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。

「
紀
美
野
町
の
か
み
ふ
れ

あ
い
公
園
」
の
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
は
こ
こ
５
年
で
25

％
利
用
者
が
減
っ
て
い
る

と
聞
く
が
、
今
回
整
備
す

る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
規

模
は
。

答

面
積
２
万
２
千
平
方

メ
ー
ト
ル
の
、
27
ホ

ー
ル
を
計
画
し
て
い
る
。

利
用
者
は
年
間
１
万
５
千

人
程
度
、
維
持
管
理
費
は

年
間
約
１
３
０
０
万
円
と

見
込
む
。

問

起
伏
に
富
ん
だ
コ
ー

ス
が
人
気
と
聞
く
が
、

有
事
は
仮
設
住
宅
用
地
と

な
る
場
所
で
、
そ
の
よ
う

市役所本庁舎

わんぱく公園

橋爪  美惠子 議員

東方  貴子 議員
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議
案

審
議
結
果

所
管
事
務
調
査

一
般
質
問

視
察
報
告

補
正
予
算

市
道
整
備
に
係
る
要
望
対
応
に

基
準
を

●
採
択
基
準
な
ど
の
検
討
を
進
め
る

一
性
が
な
く
採
択
基
準
も

明
確
で
な
い
こ
と
が
課
題

で
あ
る
。
要
望
の
採
択
基

準
や
、
整
備
の
評
価
基
準

の
策
定
の
検
討
を
進
め
る
。

問

市
道
に
関
し
て
、
補

修
の
計
画
等
は
あ
る
か
。

答

計
画
は
な
い
が
、
可

能
な
限
り
事
故
が
起

き
な
い
よ
う
な
状
態
の
維

持
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

補
修
や
拡
幅
等
に
係

り
、
要
望
書
提
出
の

必
要
性
に
差
は
あ
る
の
か
。

答

明
確
な
基
準
は
な
い

が
、
緊
急
を
要
す
る

要
望
や
小
規
模
な
修
繕
な

ど
は
、
自
治
会
の
要
望
が

な
く
て
も
対
応
す
る
。
道

路
改
良
や
大
規
模
な
修
繕
、

用
地
取
得
を
伴
う
整
備
な

ど
、
計
画
的
に
取
り
組
む

べ
き
も
の
に
つ
い
て
は
、

自
治
会
の
要
望
を
受
け
て

対
応
を
検
討
し
て
い
る
。

問
「
フ
ォ
ト
レ
ポ
か
い

な
ん
（
※
）」
の
活

用
と
そ
の
対
応
は
。

答

今
年
度
か
ら
運
用
を

開
始
し
た
。
投
稿
に

対
し
て
は
、
対
応
完
了
ま

で
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
。

問

市
道
の
維
持
管
理
で

は
、
緊
急
の
対
応
、

危
険
箇
所
の
拡
幅
な
ど
の

整
備
、
経
年
劣
化
に
よ
る

順
次
の
補
修
等
が
あ
る
が
、

要
望
等
の
手
続
き
や
対
応

は
別
々
に
考
え
る
べ
き
で
は
。

要
望
等
へ
の
処
理
・
対
応

に
基
準
の
策
定
を
求
め
る
。

答

要
望
が
あ
れ
ば
、
現

地
確
認
の
上
、
優
先

順
位
を
判
定
し
対
応
し
て

い
る
が
、
要
望
手
法
の
統

黒原  章至 議員

病院職員の不祥事受け全職員に訓示を
●事件にも触れて綱紀粛正に努める

答

今
回
の
事
件
を
起
こ

し
た
職
員
は
、
医
療

セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ
パ
ー
職

員
（
直
接
採
用
職
員
）
で
、

職
務
外
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

な
事
件
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
の
全
職
員
へ
の
訓
示
は

し
て
い
な
い
。

問

市
民
は
、
病
院
職
員

も
同
じ
市
の
職
員
と

し
て
見
て
い
る
。
こ
の
機

会
に
、
全
職
員
に
綱
紀
粛

正
の
訓
示
を
す
べ
き
で
は
。

答

今
後
、
全
職
員
向
け

の
綱
紀
粛
正
の
通
知

の
際
に
、
今
回
の
事
件
に

も
触
れ
、
注
意
喚
起
す
る
。

プ
ロ
パ
ー
職
員
で
も
市

職
員
に
違
い
な
い
の
で
、

そ
の
点
を
十
分
配
慮
し
て

対
処
し
て
い
く
。

問

病
院
事
務
職
員
が
懲

戒
免
職
に
至
っ
た
事

件
の
内
容
と
、
処
分
の
根

拠
に
つ
い
て
問
う
。

答

元
病
院
事
務
職
員
は
、

本
年
３
月
16
日
、
児

童
買
春
・
ポ
ル
ノ
禁
止
法

違
反
の
容
疑
で
大
阪
府
警

に
逮
捕
さ
れ
た
。

ま
た
、
処
分
の
根
拠
は

地
方
公
務
員
法
第
29
条
で
、

元
職
員
の
行
為
が
、
著
し

く
信
用
を
失
墜
さ
せ
、
全

体
の
奉
仕
者
に
ふ
さ
わ
し

く
な
い
非
行
と
判
断
し
た

も
の
で
あ
る
。

問

海
南
医
療
セ
ン
タ
ー

で
は
職
員
研
修
は
ど

の
よ
う
に
さ
れ
て
い
た
の
か
。

答

初
任
者
研
修
の
ほ
か
、

医
療
安
全
や
感
染
対

策
、
個
人
情
報
保
護
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令

順
守
）、
人
権
、
接
遇
、

人
事
な
ど
の
研
修
を
実
施

し
て
い
る
。

問

市
の
全
職
員
に
は
、

事
件
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
訓
示
を
し
た
の
か
。

磯﨑  誠治 議員

※
フ
ォ
ト
レ
ポ
か
い
な

ん
…
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
道
路
の
陥
没
な

ど
の
通
報
が
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
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案

審
議
結
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所
管
事
務
調
査

一
般
質
問

視
察
報
告

補
正
予
算

学
校
の
電
力
契
約

デ
マ
ン
ド
方
式
の
み
か

●
他
社
も
同
様
で
家
庭
用
電
力
よ
り
割
安

種苗法改定に際し農業者守る対策を
●国の動向等を注視し適切に対応

問

使
用
電
力
が
一
気
に

増
え
な
い
よ
う
に
す

る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
れ
ば
、

基
本
料
金
の
上
昇
を
抑
え

ら
れ
る
の
で
は
。

答

効
果
的
な
節
電
に
つ

な
げ
る
た
め
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
作
成
に
つ
い
て

は
、
そ
の
必
要
性
も
含
め

学
校
側
の
判
断
に
任
せ
た
い
。

問

学
校
で
使
用
す
る
電

力
の
契
約
形
態
は
。

答

エ
ア
コ
ン
の
設
置
に

伴
い
、
高
圧
受
電
で

関
西
電
力
と
契
約
し
て
い

る
。
デ
マ
ン
ド
料
金
制
度

に
よ
り
、
当
月
を
含
む
過

去
１
年
間
の
中
で
最
大
の

デ
マ
ン
ド
値
（
30
分
間
の

平
均
電
力
）
が
、
基
本
料

金
に
反
映
さ
れ
る
。

問

学
校
の
電
力
デ
マ
ン

ド
監
視
業
務
に
つ
い

て
、
な
ぜ
、
監
視
の
ア
ラ

ー
ム
が
鳴
る
度
に
教
職
員

が
電
気
を
消
し
に
走
る
こ

と
に
な
る
の
か
。

答

デ
マ
ン
ド
監
視
業
務

で
は
、
一
定
の
デ
マ

ン
ド
値
を
超
え
な
い
よ
う

に
す
る
ア
ラ
ー
ム
の
設
置
、

デ
マ
ン
ド
値
を
抑
え
る
た

め
の
助
言
等
を
業
者
に
委

託
し
て
い
る
。
節
約
の
た

め
、
ア
ラ
ー
ム
が
作
動
し

た
ら
教
職
員
に
不
必
要
な

照
明
や
エ
ア
コ
ン
を
切
っ

て
も
ら
っ
て
い
る
。

問

最
大
使
用
量
を
１
年

間
反
映
す
る
の
は
他

の
電
力
会
社
で
も
同
じ
か
。

答

調
査
し
た
範
囲
で
は
、

い
ず
れ
も
デ
マ
ン
ド

方
式
で
あ
っ
た
。
高
圧
受

電
は
一
般
家
庭
向
け
の
プ

ラ
ン
に
比
べ
割
安
な
の
が

メ
リ
ッ
ト
で
、
昨
年
度
の

黒
江
小
学
校
の
電
力
消
費

量
で
試
算
す
る
と
、
年
間

70
万
円
程
度
安
い
。

成
す
る
こ
と
を
阻
害
す
る

よ
う
な
種
苗
法
に
対
し
、

市
は
国
に
意
見
を
述
べ
る

べ
き
で
は
。

答

種
苗
法
改
正
に
関
し

て
、
市
と
し
て
は
、

で
き
る
限
り
農
業
者
の
負

担
と
な
ら
な
い
よ
う
、
今

後
の
状
況
に
応
じ
適
切
に

対
応
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

本
市
の
農
業
は
ほ
と
ん

ど
が
家
族
経
営
な
の
で
、

農
業
振
興
に
向
け
て
は
、

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
鳥

獣
害
対
策
な
ど
の
支
援
が

引
き
続
き
必
要
と
考
え
る
。

な
お
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
国
際

連
合
サ
ミ
ッ
ト
で
掲
げ
ら

れ
た
目
標
な
の
で
、
市
の

実
情
に
合
っ
た
持
続
可
能

な
農
業
政
策
を
進
め
た
い
。

問

今
臨
時
国
会
で
種
苗

法
が
改
定
さ
れ
る
と
、

本
市
の
農
業
に
ど
の
よ
う

な
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
の
か
。

答

法
改
正
後
も
、
多
く

の
一
般
品
種
は
種
を

採
っ
て
自
家
増
殖
が
で
き
、

登
録
品
種
で
も
許
諾
を
受

け
れ
ば
自
家
増
殖
が
可
能

と
な
る
。
優
良
品
種
の
海

外
流
出
を
防
ぐ
こ
と
が
改

正
の
大
き
な
目
的
で
、
家

庭
菜
園
な
ら
以
前
と
変
わ

り
な
い
こ
と
か
ら
も
、
本

市
に
お
け
る
影
響
は
少
な

い
と
考
え
る
。

問

種
苗
法
が
改
定
さ
れ

た
場
合
の
市
の
対
応
は
。

答

国
会
の
審
議
状
況
や

国
の
対
応
等
を
注
視

し
、
今
後
、
市
と
し
て
対

応
す
べ
き
課
題
が
あ
れ
ば

適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

問

農
業
者
を
守
る
立
場

で
対
策
さ
れ
た
い
。

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス
・
デ

ィ
ー
・
ジ
ー
ズ
））」
を
達

和歌  真喜子 議員

瀨藤  幸生 議員

契約電力の決め方
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所
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一
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視
察
報
告

補
正
予
算

経
年
劣
化
が
進
む
昭
和
橋
へ
の

対
応
は

●
今
年
度
の
点
検
結
果
に
基
づ
き
対
応

給付型奨学金制度の創設を求める
●庁内横断的に連携し多面的に考察

施
し
、
年
度
末
に
結
果
が

判
明
す
る
予
定
で
あ
る
。

今
後
は
、
結
果
を
踏
ま

え
対
応
を
検
討
し
た
い
。

問

上
部
工
の
塗
り
直
し

は
検
討
し
て
い
る
か
。

答

昭
和
橋
の
現
状
は
第

２
段
階
で
、
早
期
に

塗
り
直
す
必
要
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。

問

経
年
劣
化
が
進
む
昭

和
橋
の
現
状
を
ど
う

認
識
し
て
い
る
か
。

答

市
が
管
理
す
る
橋
梁

は
、
５
年
ご
と
に
統

一
基
準
で
点
検
し
、
結
果

を
４
段
階
で
把
握
し
て
必

要
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

貴
志
川
に
架
か
る
昭
和

橋
は
、
平
成
29
年
に
点
検

を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、

鋼
材
の
腐
食
や
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
ひ
び
割
れ
は
あ
る

も
の
の
、
構
造
の
機
能
に

支
障
は
な
い
第
２
段
階
で
、

予
防
保
全
が
望
ま
し
い
状

態
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

問

予
防
保
全
と
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
の
か
。

答

構
造
物
の
機
能
に
支

障
が
な
い
段
階
で
の
、

ひ
び
割
れ
や
塗
装
の
剝
が

れ
な
ど
の
進
行
を
防
ぐ
軽

微
な
補
修
を
想
定
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
健
全
な

状
態
に
回
復
で
き
る
と
考

え
る
。

問

今
後
の
課
題
及
び
予

定
は
。

答

前
回
の
点
検
で
、
部

分
的
に
第
３
段
階
に

近
い
箇
所
が
あ
っ
た
の
で
、

今
年
度
、
前
倒
し
で
２
度

目
の
点
検
を
行
っ
て
い
る
。

問

点
検
時
期
と
、
結
果

が
判
明
す
る
時
期
は
。

答

基
礎
部
分
は
11
月
に

実
施
済
み
で
、
上
部

工
に
つ
い
て
は
１
月
に
実

問

高
校
・
大
学
生
へ
の

市
の
給
付
型
奨
学
金

制
度
の
創
設
を
求
め
る
。

答

日
本
学
生
支
援
機
構

や
県
の
大
学
進
学
に

係
る
支
援
は
拡
大
し
つ
つ

あ
る
。
ま
た
、
市
で
は
市

内
企
業
へ
の
就
職
促
進
に

係
る
奨
学
金
返
還
の
助
成

制
度
を
創
設
し
た
。
給
付

型
奨
学
金
に
つ
い
て
は
、

所
得
格
差
と
教
育
格
差
の

連
鎖
を
防
止
す
る
観
点
か

ら
、
庁
内
横
断
的
に
連
携

し
多
面
的
に
考
察
し
て
い
く
。

問

高
校
入
学
準
備
金
・

高
校
等
就
学
費
の
支

給
制
度
創
設
を
求
め
る
。

答

そ
の
必
要
性
も
検
証

し
つ
つ
、
制
度
設
計

を
含
め
て
検
討
し
た
い
。

問

生
活
保
護
世
帯
の
子

ど
も
は
、
小
・
中
・

高
校
生
合
わ
せ
て
14
人
。

就
学
援
助
を
受
け
る
小
学

生
は
２
９
４
人
（
14
・
４

％
）、
中
学
生
は
１
６
５

人
（
16
・
３
％
）
も
い
る
。

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
し
、
子
ど
も
の

学
力
や
個
性
、
才
能
を
伸

ば
す
機
会
を
提
供
す
る
た

め
、
所
得
要
件
を
設
け
た

上
で
、
学
習
塾
や
ス
ポ
ー

ツ
教
室
等
の
学
校
外
教
育

の
費
用
を
、
月
額
１
万
円

助
成
す
る
制
度
の
創
設
を

求
め
る
。

答

今
年
度
は
、
学
校
の

長
期
臨
時
休
業
に
よ

り
学
習
進
度
に
個
人
差
が

見
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

学
力
補
充
の
た
め
「
課
外

学
習
支
援
事
業
」
を
実
施

し
て
い
る
。
こ
れ
が
塾
代

助
成
制
度
に
よ
る
学
力
向

上
に
つ
な
が
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

取
り
組
み
の
継
続
や
内
容

の
拡
充
等
を
検
討
し
た
い
。

現在の昭和橋

中家  悦生 議員

宮本  憲治 議員
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歴史民俗資料館における収蔵物の保管状況を現地調査

●日　程　　10月22日・23日
●視察先　　愛知県西尾市（議員タブレット端末）
　　　　　　茨城県取手市（オンライン会議を用いた議会活動）

取手市議会では、議会活動・議会運営においてタブレット
端末を使用し、オンラインによる会議や現地調査、研修を実
施しているほか、危機管理体制の強化やペーパーレス化に取
り組んでいます。コロナ禍の中、大勢が集まることのリスク
を回避し、育児・介護等で容易に外出できない議員でも自宅
から会議に参画できるオンライン会議を実施している点など
は、大いに参考にすべきと考えます。

先進地視察報告 他市の先進事例を学び、市政に活かすため、議会
運営委員会が初のオンライン視察を行いました。

（仮称）中央防災公園整備基本計画の変更に関する特別委員会
公園内に整備予定の（仮称）体験学習施設の

基本計画素案では、資料展示や体験学習プログ
ラムによって、歴史を通じて災害や防災について
知り、楽しく学ぶことができる施設を目指すこと
としています。

また、現在、本市の歴史や偉人に関する資料を
収蔵・展示している歴史民俗資料館では施設の
老朽化等の課題が生じていることなどから、この
新施設で歴史資料等を適正に保存・活用できるよ
うに整備するとしています。

特 別 委 員 会 レ ポ ー ト

高校駅伝選手が表敬訪問
12月14日、川崎議長と東方副議長が

全国高等学校駅伝競走大会に出場する
智辯和歌山高等学校駅伝部（男子・女
子）の表敬訪問を受け、体調に注意して
日頃の成果を十分発揮してください、と
選手の皆さんを激励しました。

取手市の視察はオンラインで実施
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手話がもっと使いやすい
まちになるといいニャ！
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海南nobinosで活動
している手話サークル
「青空」におじゃましま
した。
参加しやすいように、
午前中と夜間の２回
開かれています。

手話通訳士による手話教室

議員から「海南市手話言語条例（案）」が提出され、12月17日
に全会一致で可決しました。

海南市手話言語条例を

【制定理由及び内容】
手話は音声言語と同様の言語であり、大

切な情報獲得とコミュニケーションの手段で
あることを踏まえ、手話を必要とする全ての
人が、広く社会参加する機会を得て、心
豊かに暮らせるようなまちづくりを進めるため、
この条例を制定します。

手話の普及等に当たっては、手話を必要
とする人が意思疎通を図る権利が十分に尊
重され、全ての人が相互に人格・個性を尊
重し合い共生できるように考慮されなければ
ならないことなどを規定しています。

【提出した議員への主な質疑】
Q	 制定後の具体化はどのように考えるか。

A	 例えば、手話への理解を深める啓発活動
や、聴覚障害者が利用しやすいような環
境の整備を求めたい。また、聴覚障害者に
とって欠かせない存在である手話通訳者
の育成支援は不可欠と考えている。

制定

【市民の役割】
手話に関する理解を深めて市が推進する施

策に協力するように努める。

手話がもっと使いやすい
まちになるといいニャ！


